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キミスカ学生アンケート速報

アンケート概要

調査目的：2025年卒学生の就活状況を明らかにする

対象：2025年卒『キミスカ』登録ユーザー

地域：全国

調査方法：WEBアンケート

有効回答数：185件

実施期間：2024年4月9日～4月15日

【TOPICS】

■25卒就活状況（先月比較）

■25卒就活状況（昨年度比較）

■25卒学生の活動量について

■今後のエントリー予定とは



■25卒就活状況（先月比較）



4月時点で一次選考に進んだ社数が「1社以上」と回答した学生が85.9％（先月比＋5.5％）となり、参加

社数で見ても、「6～15社」と回答した学生がこの1ヶ月で11.9％増えています。

最終選考に進んだ社数が「1社以上」と回答した学生が74.6％(先月比＋13.2%）と7割を超え、1社以上内

定を保持している学生は64.9％（先月比＋13.6％）になり、内定保有率も6割を超えています。

■25卒就活状況（昨年度比較）

最終選考参加、内定獲得のどちらも1ヶ月程度前倒しで進んでいることがわかりました。

内定承諾まで至っている学生は4月時点で3割を超えました。
24卒の同時期と比較すると＋10.4％となり、内定承諾に関しても約1ヶ月前倒しになっていることから、
25卒就活は選考スピードだけでなく「就活終了時期」も早まる可能性があります。



■25卒学生の活動量について

4月時点の25卒の活動量を見てみると、エントリー社数も説明会参加社数もそれぞれ「15社以下」の回答
で6割を占めています。

企業に合わせて選考スピードが上がっているものの、学生の活動量はそれほど増えておらず、むしろ厳選し
て選考に参加しているように見受けられます。

■今後のエントリー予定とは



「今後追加でエントリーする予定はない」と「数社に絞ってエントリーする」合わせて63.8％となりまし

た。積極的にエントリーする段階は終了し、今後は自分の希望に合う企業をさらに絞って就活する学生が多

いようです。

学生側の活動量が減少する中で、すでにエントリー獲得に苦戦する企業は、自社のターゲットとなる学生に

どうアプローチすべきかを再検討するタイミングになるでしょう。

★お役立ち記事★

「スカウトからエントリーを獲得するために重要なことは？」

「適性検査の効果的な活用方法とは？」

「自社データを用いて採用につなげる 採用管理オプションでできることとは？」

https://support.kimisuka.com/blog/23
https://support.kimisuka.com/blog/7
https://support.kimisuka.com/blog/ats_tips01

